
令
和
４
年
度
敬
老
会

の
開
催
方
法
を
審
議
す

る
第
３
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り｢

夢

ト
ー
ク
㏌
八
本
松｣

が

８
月
28
日
、
川
上
地
域

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
議
開
催
の
直
前
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が

拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
理
事
会
は
書
面
決

議
方
式
と
し
て
開
催
し
、

理
事
会
役
員
、
吉
川
ま

ち
づ
く
り
女
性
部
、
民

生
児
童
委
員(

見
守
り

サ
ポ
ー
タ
ー
含
む)

に
意

見
照
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
敬
老
会
の

開
催
方
法
は
昨
年
同
様

と
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

⑴
令
和
3
年
度
同
様
、

式
典
は
行
わ
ず
、
敬
老

会
に
は
八
本
松
町
内
の

4
住
民
自
治
協(

川
上
・

八
本
松
・原
・吉
川)

の

会
長
・事
務
局
長
等
が

参
加
し
、
市
か
ら
は
髙

垣
市
長
・前
延
副
市
長

と
担
当
部
門
が
出
席
し

ま
し
た
。

会
の
始
め
に
髙
垣
市

長
は｢

コ
ロ
ナ
感
染
の
終

息
が
見
え
な
い
、
物
価

高
騰
等
の
環
境
下
で
自

治
協
活
動
は
重
要
。
良

い
事
例
を
共
有
し
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
展
開
願

事
業
対
象
者
宅
を
訪
問

し
記
念
品
を
配
布
す
る

①
市
長
・自
治
協
会
長
・

市
社
協
会
長
挨
拶
、
小

学
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
対
象

者
名
簿
を
入
れ
た
冊
子

を
同
封
す
る
。
②
そ
の

配
布
手
順
は
、
昨
年
を

踏
ま
え
た
方
法
に
拠
っ

て
実
施
し
、
配
布
の
際
、

声
掛
け
見
守
り
を
行
う

い
た
い
」と
挨
拶
。

続
い
て
参
加
し
た
各

自
治
協
か
ら
「地
域
の

イ
チ
オ
シ
の
地
域
活
動
」

を
持
ち
時
間
5
分
程
度

で
紹
介
し
ま
し
た
。

吉
川
か
ら
は
「
朝
有

事
の
際
に
は
お
互
い
助

け
合
い
、
致
団
結
し
て

事
に
当
る
」
が
吉
川
古

来
の
伝
統
的
住
民
意
識

で
あ
り
、
今
日
の
吉
川

の
状
況
か
ら
こ
の
言
葉

こ
そ
が
、
地
域
の
イ
チ

オ
シ
と
し
て
紹
介
し

⑵
次
年
度
以
降
、
対
象

者
の
増
加
傾
向
を
踏
ま

え
て
式
典
が
可
能
な
方

法
を
検
討
す
る
。(

こ
れ

か
ら
い
わ
ゆ
る
団
塊
の

世
代
が
77
歳
を
迎
え
、

対
象
者
が
増
加
さ
れ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る)

※

令
和
4
年
度
の
敬
老

会
対
象
者

昭
和
20
年
4
月
～
昭
和

21
年
３
月
末
ま
で
の
出

生
者(

77

歳
以
上
と
な

る
も
の
）、
吉
川
エ
リ
ア
：

百
七
五
名
。

ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
小

学
校
統
合
問
題
、
少
子

高
齢
化
等
の
逆
風
に
対

し
、
吉
川
の
良
さ
を
ベ
ー

ス
に
4

つ
の
事
業(

作

戦)

を
立
て
て
取
組
ん
で

い
る
状
況
を
説
明
し
ま

し
た
。

※
吉
川
の
4

つ
の
事
業

(
作
戦)

：①
小
学
校
存

続
作
戦
、
②
吉
川
知
名

度U
P

作
戦
、
③
移
住
者

促
進
作
戦
④

里
山
維

持
・活
用
作
戦
、
の
展
開

を
紹
介
し
ま
し
た

8
月
26

日
、
東
広
島

市
総
合
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
直

下
型
地
震
を
想
定
し
各

地
域
分
散
型
の
訓
練
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

吉
川
地
域
は
、
避
難
所

の
開
設
及
び
運
営
を
吉

会
場
か
ら
は
「特
認
校
の

取
組
は
」等
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
市
長
か
ら

「人
口
が
減
っ
て
い
る
地

域
へ
の
対
策
は
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
。
こ
の
地

域
へ
の
施
策
を
深
掘
り

す
る
。
持
続
す
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し

た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。

会
は
、
各
地
域
の
発
表

に
市
長
か
ら
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
、
予
定
の
12
時
に

終
了
し
ま
し
た
。

川
地
区
自
主
防
災
会
が

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ

れ
に
対
応
し
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

に
よ
る
通
信
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た

同
日
13
時
30
分
頃
、
市

か
ら｢

避
難
所
の
状
況

を
知
り
た
い
」
と
の
テ

レ
ビ
電
話
を
通
じ
た
呼

び
か
け
に
対
し
防
災
会

か
ら
避
難
所
の
避
難
者

数
、
け
が
の
状
況
等
を

報
告
し
ま
し
た
。

地
域
で
避
難
所
開
設

運
営
を
担

っ
て
い
る
立

場
で
は
、
市
と
の
連
絡

体
制
を
確
実
に
行
う
こ

と
は
重
要
で
す
。
ま
た

避
難
所
が
開
設
さ
れ
た

場
合
は
、
テ
レ
ビ
放
送

の

他･

市

の

ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ･

Ｆ
Ｍ
東
広
島

を
使

っ
て
の
緊
急
告
知

放
送
と
合
わ
せ
吉
川

メ
ー
ル
を
使

っ
て
連
絡

し
ま
す
。

高
齢
者
等
避
難
に
時

間
を
要
す
る
方
は｢

高

齢
者
等
避
難｣

で
、｢

全

員
避
難｣

が
発
表
さ
れ

た
場
合
は
全
員
が
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

吉
川
地
区
の
避
難
所
は

｢

吉
川
地
域
セ
ン
タ
ー｣

に
開
設
し
ま
す
。

吉川まちづくり自治協議会

令和4年8月28日(2022-5)

発行者:吉川まちづくり自治協議会
☎082-429-1879(吉川地域センター内)

yoshikawajitikyo@outlook.jp

集
合
開
催
の
敬
老
会

令
和
１
年
度
の
模
様

八本松町4自治協が参加

【TV電話方式で参加】

FM東広島専用
（無償配布用）
緊急告知ラジオ

昨年の冊子

東広島市では、
FM東広島専用ラジ
オを、75歳以上のみ
で構成された世帯や
避難行動要支援者等
に無償配布していま
す。

ワンタッチで簡単に
FM東広島を聞くこと
ができます。
(東広島市HPより)

一

一



“よしかわだより”に関するお問い合わせは、吉川まちづくり自治協議会にご連絡下さい。

小
雨
が
降
る
中
で
し
た

が
、
８
月
21
日
第
２
回
の

｢

道
の
里
親
」
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
は
地
区
内

を
通
る
県
道
沿
い
の
草
刈

り
作
業
を
中
心
に
、
地
区

東
広
島
市
内
で
通
い
の

場
（吉
川
は
、
吉
川
げ
ん
き

塾
）
を
主
宰
す
る
団
体
の

参
加
者
代
表
を
集
め
た

｢

つ
な
が
り
交
流
会｣
が
旧

町
単
位
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
う
ち
八
本
松
町
エ

推
進
員
と
理
事
会
メ
ン
バ

ー
18
名
が
参
加
。

最
初
に
村
主
会
長
か
ら

作
業
内
容
や
注
意
点
な
ど

を
お
願
い
し
た
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
エ
リ
ア
で
作

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
約

2
時
間
の
作
業
を
行
い
現

地
解
散
と
し
ま
し
た
。

道
の
里
親
活
動
は
、
広

島
県
が
主
催
す
る
ア
ダ
プ

ト
制
度
に
地
域
役
員
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
年

3
回
草
刈
り
と
清
掃
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

8
月
19
日
、
こ
こ
２
年

間
吉
川
文
化
祭
の
弁
当
作

り
・手
芸
コ
ー
ナ
ー
を
担
っ

て
い
た
だ
い
た
広
島
大
学

学
生
サ
ー
ク
ル｢

キ
ッ
チ
ン

リ
ア
の
通
い
の
場
を
対
象

に
し
た
交
流
会
は
、
８
月

１
日
八
本
松
地
域
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
講
演
会
を
メ

イ
ン
に
開
催
さ
れ
、
八
本

松
エ
リ
ア
の
通
い
の
場
か

ら
19
名
と
市
医
療
保
健
課

ワ
ー
カ
ー｣

の
メ
ン
バ
ー
2

名
が
、
野
菜
作
り
の
現
場

を
見
て
廻
り
ま
し
た
。

現
場
見
学
は
、
こ
れ
か

ら
の
時
期
に
吉
川
で
作
ら

市
社
協
の
担
当
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

講
師
の
広
島
国
際
大
学

久
次
弘
子
客
員
教
授
が

「伝
わ
っ
て
い
ま
す
か
、
あ

な
た
の
気
持
ち
」
と
題
し

て
話
し
、
「地
域
は
思
い
や

り
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
自

れ
る
野
菜
に
つ
い
て
ヒ
ア

リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
目
的
。

農
事
組
合
の
事
務
所
と
大

分
の
知
識
経
験
が
他
人
の

も
の
と
は
違
う
こ
と
を
意

識
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
は
か
ろ
う
」
等
を
話

し
ま
し
た
。

現
在
通
い
の
場
は
東
広

島
市
内
に
約
二
百
ヶ
所
。

毎
週
１
回
約
三
千
七
百
人

の
高
齢
者(

65
歳
以
上)

が

体
操
・脳
ト
レ
・聴
講
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。

◎
８
月
27
日
吉
川
小
学
校

の
環
境
整
備
と
し
て
校
庭

等
の
草
取
り
作
業
を
、
児

童
・保
護
者
・学
校
関
係
者

と
地
域
住
民
が
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
地
域
連
携
と
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
・育
成
会
活
動
に
協

力
す
る
取
組
み
を
こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。

型
農
業
機
械
を
見
た
後
、
、

二
宮
さ
ん
が
出
荷
さ
れ
て

い
る
農
場
、
村
主
さ
ん
の

自
家
消
費
野
菜
の
畑
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
が
植
わ
っ
た

畑
、
長
ネ
ギ
の
畑
な
ど
を

廻
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら

は
、
「ト
マ
ト
の
収
穫
体
験

は
初
め
て
」
「ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
畑
は
初
め
て
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
サ
ー

ク
ル
と
連
携
し
て
地
域
お

こ
し
に
取
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

吉川まちづくり自治協議会 令和4年8月28日(2022-05)

東広島市市民活動情報サイト「すきかも」もご覧ください
https://www.higashihiroshima.sukikamo.jp/

二宮さんご夫妻
から説明を受ける

小
雨
の
中
、
安
全
に
配
慮

し
て
作
業
を
進
め
る

令
和
４
年
８
月
、

故

大
繁
章
さ
ま
の
ご
家

族
か
ら
、
吉
川
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付

を
頂
き
ま
し
た
。

吉
川
地
域
の
福
祉
活
動

に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
厚
情
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【キッチンワーカーtwitterより】

交流会の後援風景

地域住民も参加し、小学校の
草取り作業(R4.8.27)


